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甑島列島＠
:吐喝IWiI列島の位置図、各島の地図をｉ

ｉ掲載する。

；次ページ以降は同縮尺の地図を用い

;て北から甑島、三島、ロ之島～悪石島、

；小宝島～横当島と分けて表示。なお、！

;比較のため同縮尺の久米島（沖縄県尉

;尻郡久米島町）の地図を並べた。

宇治群島do

草垣群島〃

諸南 島

ⅡⅡ》Ⅱ雌

’＠･

三島村

｡｡
3０ Ｎ

｡

…ず
｡

。。

０

鮫奄 ロ喜界島
124.Ⅱ、126｡ 128°Ⅱ １３０．Ｅ

蝋傳、 Ｎ

■●
■

。￣｡

匝葛扉i夛i;詞。‘中国

｡

、

●●●●●●

□

１．．．．
の琉

２８。 Ｎ

0奄美諸島
シ

球 ｡

●

、
師.、 ２６。 Ｎ

●

、
● 列 沖縄諸島

〕 二LL壱為鳥｜八重山諸島

Ｎ2４

台湾

Ｉ

－６－



l２９ｏ４５ｉＥ

團駆甑島列島

゜５０iＮ

１ｺ四・．

胃n房

゜４０'Ｎ

下甑島

-.口．~■~■~~~~－－~￣－－マーーーーーー~=~=~~~￣~●●●~■0
，

匡囲三島村

)▲←３１゜ 10Ｎ

錦江湾開聞

３１ 00Ｎ

。
●

佐多岬

黒島

竹島

Ｌ
ノ

了
え

醤､鍋こつ

301Ｅ１５１Ⅱ130.00'Ⅱ

－７－



１３０．，００'Ⅱ

iＣｌ、-,Ｊ

吐喝劇列島

口之島位置図

口永良部島

０．２０１Ｎ３

屋久島

101Ｎ3０

。００Ｎ3０

蚕 口ご島

129.1451Ｎ１２９１３０１Ｎ

吾吐喝UIql列島

ロ之島～悪石島 島ロ

□

臥鵬小旦蛇島 中之島２９。 500Ｎ

●

400Ｎ

平島
￣￣￣~￣￣０■￣￣￣ひ￣￣￣■■￣■■’0■￣■￣￣■￣￣￣￣￣■￣￣●｡●~●ＣＣＢ
､

諏訪之瀬島

O'Ｎ

Ｇ悪石島□

－８－



吐喝劇列島

子宝島･小島～横当島

島○し

101Ｎ

可

ｏ５０ｉＮ
〃・￣

ごＯ横当鳫
■

ご･字一一一マーーｏＣ－－ｃｃ－－－－－－●－－－－■－－－．－■－－・■■－－０

－９－



琉球と日本本土の遷移地域としての

トカラ列島の歴史的位置づけをめぐる総合的研究

目次

琉球史からみたトカラ列島に関する若干の論点…………高良倉吉１３

南島路とトカラ..………・……・……………・…・・山里純一２３

蘇民将来符と九字（四縦五横）符号……・……………山里純一２９

虚構と実像の錯綜する島＝トカラ

ー近世琉球におけるトカラの歴史的役割一・………豊見山和行３３

境界を越えた海民・海産物の交流史・……・・…・……･真栄平房昭４１

琉球・薩摩交流史の痕跡

一トカラ列島の北西部海域をめぐる調査報告一…・…･深澤秋人５３

中之島文書調査報告………………………・・・……深澤秋人７７

環シナ海域圏におけるトカラ列島

一「七島」から「宝島」ヘー…・…………・…･深瀬公一郎８７

近世トカラと漂流・漂着

一中国・朝鮮との関わりを中心に－…………・…･渡辺美季１０１

解題：沖縄県立博物館所蔵『琉球國圖」……深瀬公一郎・渡辺美季１３９

琉薩関係におけるトカラ

ー海上交通の形態とその変遷一………・…..…高良由加禾I］１８７

トカラの民俗一沖縄との比較のための覚書一・………赤嶺政信２０１

中之島西区における墓制調査の概要………・……・……鈴木寛之２０９

九州方言と琉球方言のはざまで

－トカラ方言の位置をかんがえる－．……………･狩俣繁久２１１

資料編

－１１－


